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足
期
券
はI

枚
六
十
圓
で
販
寶
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、 

使
用
者
は
餘
b
多
く
あ
.る
ま
い
^
思
は
れ
る
。
然
し
な 

が
ら
、
假
& U

多
數
の
人
が
此
定
期
券
を
購
入
す
る
と 

.
せ
ば
、
電

诲

の

雜
-#
は
#
々
甚
敷
な
る
に
相
違
な
い。
,
 

如
何
ビ
■な
れば

、

其
購
入
者
が
極
度
に
^
»)
#
を
利
； 

す)

る
«
論
を
俟
た
す
し
^
明
か
で
あ
る
：か
ら
で
あ
る
。

殊
に
此
方
案
0'
缺
點
ヒ
看
做
す
可
き
は
_特
に
中
流
以
上
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一

.

の
^
の
便
究
を
圖
る
の
結
果
を
里
す
る
，の
一事
に

'

存

す
，
|

 

名

。

勞

働

恭|®
級

の

者

は一
ダ
月
十
圓
の
電
車
賃
を
支パ

 

，挪
ふ
乙
々」

が
出
來
ず
、
又
其
の
必
要.4
な
い
：？
殊
に
六 

'ヶ
月
の
電
¥
貨
を
前
挪
す
る
に
於
て
を
や
，で
あ
る
。

：，
ニ 

'

予
截
の
觀
る
所
に
據
れ
ば
>
據
行
の
乘
換
制
度
を
改
一 

善
^
る
ょ
ら
も
、.來
ろ
乘
換
制
度
^
に
往
復
^
符

を

全j 

廢
し
、
距
離
の
，長
短
に
拘
ら
ず
一
囘
の
便
乘
に
金
！
1餞 

位
宛
を
徵
收
す
る
こ
と
に
定
め
？
乘
換
切
符
に
關
す
る 

M
々
の
弊
害
を一

掃
す
る
を
以
て
最
善
の
解
決
策
と
せ 

ざ
る
を
得
な
い0

此
方
案
を
實
行
す
れ
ば
、
或
は

」

囘

第
-六

钺

3

歸 

も
乘
換
す
る
：必
要
な
き
乘#

は
增
加
す
る
で
' 

あ
&
ぅ 

が

：、1

方

に

長

距

_

の

顏

客

即

ち

三

四

囘

も

乘

換
 

す
る
を
必
要
と
ず
名
乘
客
ば
減
退
す
る
^
相
違
な
い
が

故
に
、
結
局
乘
寒
の：

讓
は
殆
ん
ど
何
等
の
影
響
を
蒙 

ら
ぬ
で
あ
ら
ぅ
。

，
.

に
.
而「

し
て
若
し
囘
數
券
を
發
行
し
：て
、
之
を
各
停
留
所 

附近
：：

の

商

店

にP
M

寶
せ
じ
め
：、
且
.つ
取
掌
の
手
數
を 

省
き
璀
內
の
混
：雜
を
防
ぐ
爲
め
、
車
內
に
於
て
乘
躍
券 

を
請
求
す
る
者
に
對
し
て
は
五̂
«

位
に
て
之
を
®

®
 

す
乙
ヒ
に
定
め
な
ば
、
電
車
の
能
率
を
著
し
く
增
進
す 

る
を
得
，る
ど
信
す
る0

丨
シ
ャ
ー
'ゲ
研
究
^
於
て
其
人
、4)
^
\
ビ 

■

批

：：

評

：と

紹：̂

.
知
ら
れ
な
る
福
田
博
士
の
嚴
密
な
る
訂
正
を
加
へ
ら
れ 

-

j
i 
j
i
. 

V 

た
る
'.も
の
な
.る
.に
.於
て
を
や
で
.あ
る
。
試
み
に
,
文
の

狀
瞎l

p
g

『l

ァr

經

濟

學

原

理』

：.

：

數
節
I

f

對

照

せ

美

、
I

の
忠
實
綿
密
に
し

f :

タ

ぷ

大

正

：5

西
月
楽
佐
藤
出
版I

ミ

萸
版
本
文
九
ニ
九
玟
が
似
金
六
圆
五
十
錢

I

嘆
せ
ざ
る
を
得
な
力
つ
た
。
勿
除
、
，
語
の
選
擇
に
就

本
書
は
英
國
理
論
經
濟
學
界
の
巨
擘
を
以

V

目
せら

：：|
:

き

て

は

見

る

人

各

：
々

意

.ー

見

を

異

に

す

る

，
所

あ

る

'
:
可

き 

6 

>

r

ル
’
フ

X

ッ
ド
r
マ
ー

シ

ャ1
ル

氏

^
l
£
^
g
a
r
- 

|

も
、
：大
.體
に
於
-て
本
書
を
不
用
に
歸
せ
し
め̂
る
.
鄭̂ 

s
h
a
l
l

,の
大
著
に
し
て
、
英
文
經
濟
原
論
中
の
白
眉
た.
#
を
作
る
‘こ
ミ
は
.絕
體
に
不
可
能
な
ら
ず
と
す
る
も
、 

る
の
稱
あ
る：Mnciples of 

f
 

n
o
m
g

を
 ̂

輝
る
困
難
な
る
事
業
と
云.姑
.ざ
る
を
得
ま
い
。

'

に
_
述
せ
る
も
の
で
あ
る
。
課
渚
大
塚
氏
は
本
年
商
業
尤
も
本
書
は
原
著
述
の
.全
：部

を

_

載

し

た

も

の

で

は
 

-學
硏
究
の
、爲
め
歐
洲
留
學
を
命
せ
ら
れ
？
四
月
下
旬
渡
へ

i
'

な
く
、
原
書
の
；第.五
編
中
第
二
章
以
下
第
十
四
章
迄
、 

米
-の
途
：に
.上
ら
れ
レ
取
京
高
等
商
業
學
校
の
經
濟
學
敎
;
第
六
編
の
.1

部
分
，
及
.び
附
錄
の
金
部
を
皙
略
し
て
ゐ 

授
で
办
.つ
て
、
夙
に「

其
の
綿
密
周
到
な
る
經
濟
史
的
硏
る
。
吾
人
は
、，
大
塚
敎
授
が
三
ヶ
年
間
の
硏
究
を
遂
へ 

究
.に
侬
k
て
學
界
に
知
ら
れ
て
ゐ
る
新
進
の
擧
者
で
.あ

て

歸

朝

せ.ら
れ
た
る
後
、
'本
書
に
潜
略
せ
る
章
節
中
に.
 

る
。
.
#者
旣
R
其
人
を
得
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
故
に
、

於
て
少
べ
ミ
も
第
：五
編
に
.扉
す
る
部
分
の
譯
交
を
加
へ 

譯
書
，

Q

靈
す
る
味
觅
る
も
の
な
る
は
云
.ふ
へ
迄
も
な
ベ
.

％
、
苒
版
ゼ
公
^
せ

ざ

れ

^

を

切

望

せ

，
ざ

る

を

#

第
十
H

P
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な
い
。
 
昨
年
飯
鳥
幡
同
氏
ば
儺
國
經
濟
學
M
論

中

®

も 

廣
く

1i
;
^
.f i

は 
I
.

れ

.
^
るシ
，ャ

ー
.■ル.，
ジ

，.，..
.
.
ド
氏
‘
a
r
r
i
e
s 

s
cu
e の
M

lPrinciples 

Economic 

politiqu

仰
を 

邦
譯
し
之
を
上
梓
せ
ら
れ
た
る
が
、
今
又
大
塚
氏
'の
筆 

-

■に
成
る
マ
！
シ
ャ
I
ル
原
論
の
.
_臀
に
：接
ず
る
を
得
た 

る
は
菩
入
の
欣
赛
に
堪
ざ
る
所
で
ぁ
る
。

松

崎

濤

蔷『
H

業

政

策』

太
正
八
银
四
月
苋
京
趿
松
堂
饺
行
；
 

鄉
版
水

■文四
一
七
萁
楚
愤
金
ー

〗

圆

.

■
本
*

は
大
阪
高
等
椅
業
學
校
敎
授
な
ぁ
商1

.松
崎 

毒
氏
が
同
校
に
於
け
ふ
氏
の̂

t

の
稿
本
を
基
礎
ど
し

て
蓊
は
さ
れ
れ
も
の
で
あ
つ
て
、

ノ
^

策

を

ば『

國
家
铖
に
#
洪
|«
體
が
統
消
«

の
作
用
に
基 

き
て
行
ふ
各
種
の
方
策
を
脂
す
も
の

』

と
定
義
し
、
之 

を
分
ち
て
農
業
政
策
、'商
業
政
策
、
■工
業
政
策
、:.
交
通 

政
策
、
植
民
政
策
及
び
肿
會
双
胄
の
六
種ビ
爲
す
を
便

第̂

號

：

.
s
^

す
る
各
.«

の
方
策
：の
みM

l

、
エ
幾
勞
働
考
K

對
す 

る
社
會
的
施
設
を
も
包
含
ず
る4

の
な
る
.

』

^
認
め
た 

る
も
、
本
書
に
於
て.著
者
が
生
S

し

て

論

.述

せ

る

は

前
 

‘

者
即
も
狹
«

の
エ
業
政
策̂

の
諸
問
題
に
外
な
ら
ぬ" 

而
し
て
、
經
濟
硏
證
自
的
に
就
き
て
は
"
著
者
は
簞
に 

，
過

去

及

：
び

現

在

把

於

て

^
!
;
敗

麻

が

實

際

に

採

ら

た

名
 

政
策
及
び
其
の
結
果
を
爾
明
す
る
を
以
弋
见
れ
り
と
せ 

t

、
進
ん

で
將
來
お̂

て

»

^

す

可

&

为

策

を

講

洗

す
 

る
に
；
努
む
可
き
も
め«

る
こ
と
*

主
張
し
て
居
ち
れ 

る
。
次
に
、H

業
の
.蔵
幾
に
顯
し
て
は
、
著
者
拟
エ
業 

を
以
て
、

(

甲)

原
料
に
加
H

.L
V

其
實
質
又
は
形
態
を 

變
化
せ
し
む
る
行
爲
或
姓
、

(

乙)

此
加
工
生
淹
を
は#
 

利

切

目

前

を
.B
.
V
.獅
立S

企
業
と

し

-X
^

«

^

R
行
ふ 

も
のV

爲
す
ニ
.個
の
解
釋
を
排
し
、

『

加
工
生
產
を
*

韻 

的
に
營
む
，

一

.
つ
の
生
產
龃
雜A

な
る
宛
_

を
與
■へ
、
之 

を
出
.
發
點
と
し
て
工
業̂

他
_

產

業

と

の

，
區

別

を

彻

か
に
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
著
潘
は
萸
祀
是
れ
ょ
り
進
ん
で 

企
業
■
合
及
び
合
同
の
性
質
並
に
刺
害
、
工
業
の
保
護 

獎

腳

策

、
工

業

敎

育

、
エ
，業

所

有

權

、

::
:エ
業
金
融
^
の
關
：；
 

係
等
に
就
き
多
年
の
蘊
菩
を
傾
到
しV

居
ら
れ
る
o
本 

喾
は
分
量
に
於
て
は
必
ず
し
も
大
著
述
と
云
ふ
可
き
もj  

の
で
は
無
い
か
も
知
れ
ぬ
が
、
*:
#
の
說
く
所
前
に
し 

て
而
か
も
耍
を
盡
し
た
る
稀
に
見
る
快
著
で
あ
る
。
エ 

業
政
策
論
上
造
詣
深
き
著
*
に
し
て
此
著
あ
る
は
蓋
し 

偶
然
の
結
果
で
は
あ

る

ま
い
？
吾
人
は
X ;
業
政
策
の
硏 

究
者
に—

對
す
る
絕
好
の
ニ
新
參
考
截
ギ
し
て
本
書
を
推 

擧
す
る
の
機
會
を
得
た
る
を
欣
ば
ざ
る
を
得
な
い
。
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